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●
哲
学
哲
学
史

現
在
、
専
門
分
野
・
哲
学
哲
学
史
に
は
、
学
部
生
と
し
て
二
年
生
七
名
、
三
年

生
八
名
、
四
年
生
八
名
（
哲
学
・
思
想
文
化
学
専
修
所
属
）
、
大
学
院
生
と
し
て
博

士
課
程
前
期
課
程
に
九
名
、
後
期
課
程
に
九
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
里
見
軍
之
、

入
江
幸
男
、
吉
永
和
加
の
各
教
官
が
専
門
分
野
・
文
科
基
礎
学
や
現
代
思
想
文
化

学
や
臨
床
哲
学
所
属
の
各
教
官
と
連
携
し
つ
つ
、
教
育
・
研
究
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。本
年
度
の
講
義
・
演
習
は
、
「
G
a
d
a
m
e
r
:
W
a
h
1‘heit
ミ
ミ

d
M
e
t
K
o
d
e、
L
I
I
」

「
現
象
学
の
根
本
問
題
」
「
近
代
哲
学
史
」
（
里
見
教
授
）
、
「
フ
ラ
ン
ス
哲
学
基
本

（
入
江
）

【
彙
報
】

●
山
形
頼
洋
教
授
ご
転
出

旧
哲
学
哲
学
史
第
一
講
座
（
フ
ラ
ン
ス
哲
学
）
の
頃
か
ら
長
年
指
導
に
当
た
っ

て
こ
ら
れ
た
山
形
頼
洋
教
授
が
二

0
0
三
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
辞
職
・
退
官

さ
れ
、
同
志
社
大
学
に
転
出
さ
れ
た
。

山
形
頼
洋
教
授
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
に
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授
に
赴
任

さ
れ
、
平
成
元
年
七
月
十
九
日
、
文
学
博
士
（
大
阪
大
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
。
平
成
二
年
四
月
に
同
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
平
成
十
一
年
四
月
大
学
院
重
点
化

に
伴
い
、
同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
配
置
換
と
な
り
、
平
成
十
五
年
九
月
三

十
日
に
辞
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
教
授
の
、
主
た
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
現
象
学
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
感
情

と
身
体
と
時
間
意
識
を
人
間
の
根
源
的
な
存
在
様
態
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
を
、
同
教
授
は
、
研
究
者
と
し
て
の
初
期
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
驚
く
べ
き
一
貫
を
も
っ
て
追
求
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
は
、
同
時
に
、

サ
ル
ト
ル
、
メ
ル
ロ
1
1
ポ
ン
テ
ィ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
、
ヘ
ル
ト
、
ア
ン
リ
、
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
内
在
的
で
非
常
に
綿
密
な
解
釈
を
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
研
究
の
水
準
を

高
め
る
も
の
と
し
て
、
学
会
で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
精
密
な
テ
キ
ス
ト

解
釈
と
、
人
間
の
根
源
的
な
存
在
様
態
に
ど
こ
ま
で
も
迫
ろ
う
と
す
る
そ
の
真
摯

な
研
究
態
度
は
、
学
生
に
も
精
神
的
感
化
を
与
え
、
同
教
授
の
ご
指
導
に
よ
り
、

哲
学
哲
学
史
講
座
は
そ
の
伝
統
を
継
承
発
展
さ
せ
、
日
本
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
哲

学
研
究
の
拠
点
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

我
々
は
、
山
形
頼
洋
教
授
の
本
講
座
に
お
け
る
長
年
に
わ
た
る
多
大
の
貢
献
に

感
謝
す
る
と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
。

文
献
読
解
I

」
（
山
形
教
授
•
前
期
）
、
「
現
代
哲
学
概
説
」
「
信
念
文
の
パ
ズ
ル
と

問
答
」
「
規
範
の
正
当
化
問
題
」
「
様
相
論
理
学

I
、
II
」「
K
a
n
t
:
K
r
i
t
i
k
d
e
r
 

Urteilsk
蕊
ミ
ご
「
ド
イ
ツ
哲
学
基
本
文
献
読
解

II
」
（
入
江
教
授
）
と
い
う
題
目

で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
、
現
代
思
想
文
化
学
の
教
官
・
学
生
と
合

同
で
、
修
士
論
文
や
博
士
論
文
の
作
成
演
習
が
定
期
的
に
開
か
れ
、
活
発
な
発
表
、

討
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

非
常
勤
講
師
と
し
て
は
、
伊
豆
蔵
好
美
先
生
（
奈
良
教
育
大
学
）
、
鹿
野
忠
良

先
生
（
本
学
理
学
部
）
、
坂
下
浩
司
（
南
山
大
学
）
を
お
招
き
し
、
先
生
方
に
は
そ

れ
ぞ
れ
、
「
ホ
ッ
ブ
ズ
と

17
世
紀
哲
学
の
諸
問
題
IV
」
（
伊
豆
蔵
先
生
）
、
「
文
科
と

理
科
に
橋
は
架
か
る
か
こ

B
e
r
g
s
o
n
の
数
学
」
（
鹿
野
先
生
）
、
「
古
代
哲
学
史
」

（
坂
下
先
生
）
と
い
う
題
目
で
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
（
吉
永
）

●
現
代
思
想
文
化
学

現
在
、
専
門
分
野
・
現
代
思
想
文
化
学
に
は
、
学
部
生
と
し
て
二
年
生
七
名
、

三
年
生
八
名
、
四
年
生
八
名
（
哲
学
・
思
想
文
化
学
専
修
所
属
）
、
大
学
院
生
と

し
て
博
士
課
程
前
期
課
程
に
二
名
、
後
期
課
程
に
四
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
浅
野

遼
二
、
溝
口
宏
平
、
望
月
太
郎
の
各
教
官
が
専
門
分
野
・
文
科
基
礎
学
や
哲
学
哲

学
史
や
臨
床
哲
学
所
属
の
各
教
官
と
連
携
し
つ
つ
、
教
育
・
研
究
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
。

本
年
度
の
講
義
・
演
習
は
、
「
愛
の
形
而
上
学
」
「
〈
愛
の
形
而
上
学
〉
批
判
」

「
〈
生
の
形
而
上
学
〉
批
判
」
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
〈
有
〉
論
」
「
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の

〈
絶
望
〉
論
」
（
浅
野
教
授
）
、
「
英
米
哲
学
基
本
文
献
読
解
」
「
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル

『
イ
デ
ー
ン
』
読
解
I
、
II
」
（
溝
口
教
授
）
、
「
フ
ラ
ン
ス
哲
学
基
本
文
献
読
解

II
」「
18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
研
究
」
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
哲
学
史
概
説
」

（
望
月
助
教
授
）
と
い
う
題
目
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
、
哲
学
哲

学
史
の
教
官
・
学
生
と
合
同
で
、
修
士
論
文
や
博
士
論
文
の
作
成
演
習
が
定
期
的

に
開
か
れ
、
活
発
な
発
表
、
討
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

非
常
勤
講
師
と
し
て
は
、
谷
徹
先
生
（
立
命
館
大
学
）
を
お
招
き
し
、
「
フ
ッ

サ
ー
ル
と
フ
ラ
ン
ス
現
象
学
」
と
い
う
題
目
で
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
（
望
月
）

●
臨
床
哲
学

大
学
院
に
は
、
看
護
・
介
護
職
な
ど
か
ら
の
社
会
人
入
学
者
を
含
め
前
期
課
程

十
名
、
後
期
課
程
十
一
名
の
合
計
二
十
一
名
、
学
部
（
倫
理
学
）
は
二
年
生
四
名
、

三
年
生
七
名
、
四
年
生
十
四
名
の
計
二
十
五
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
鷲
田
清
一
、

149 



中
岡
成
文
、
本
間
直
樹
、
紀
平
知
樹
の
各
教
官
が
哲
学
哲
学
史
、
現
代
思
想
文
化

学
所
属
の
各
教
官
と
連
携
し
つ
つ
、
教
育
・
研
究
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
講
義
は
、
「
現
象
学
と
は
何
か
」
「
身
体
の
現
象
学
I
.
I
I
」
（
鷲
田
教

授
）
、
「
人
は
何
を
欲
求
す
る
か
」
「
現
代
倫
理
思
想
の
諸
問
題
II
」
（
中
岡
教
授
）
、

「
現
代
倫
理
思
想
の
諸
問
題
I
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
と
実
践
」
「
進

化
と
倫
理
＞
」
（
本
間
講
師
）
と
い
う
題
目
で
行
わ
れ
て
い
る
。

非
常
勤
講
師
と
し
て
は
、
霜
田
求
先
生
（
大
阪
大
学
医
学
系
研
究
科
）
、
柘
植

尚
則
先
生
（
北
海
学
園
大
学
）
を
お
招
き
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
研
究
室
の
活
動
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://
w
w
w
.
l
e
t
.
o
s
a
k
a
 ,
 
u.ac.jp/ clph/) 

『
臨
床
哲
学
』
、
『
臨
床
哲
学
の
メ
チ
ェ
』
な
ど
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
る
。

（
紀
平
）
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補
佐

【
編
集
後
記
】

「
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
」
第
三
十
四
号
（
通
算
）
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
論
文
十

編
と
研
究
室
の
彙
報
を
掲
載
し
ま
し
た
。
毎
年
当
た
り
前
の
よ
う
に
発
行
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
質
を
高
め
る
こ
と
に
努
力
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
地
味
な
作
業
を

継
続
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
改
善
す
べ
き
点
も

多
々
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
批
判
と
、
ご
支
援
を
御
願

い

い

た

し

ま

す

。

（

入

江

）

【
編
集
委
員
会
】

『
メ
タ
フ
ュ
シ
カ
』
第
三
十
四
号
編
集
委
員

委
員
入
江
幸
男
（
哲
学
哲
学
史
・
教
授
）

望
月
太
郎
（
現
代
思
想
文
化
学
・
助
教
授
）

中

岡

成

文

（

臨

床

哲

学

・

教

授

）

吉
永
和
加
（
哲
学
哲
学
史
・
助
手
）

印

刷

所

発編

行集

者兼

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

メ
タ
フ
ュ
シ
カ

第
三
十
四
号

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
講
座

〒
癸
0

人
吾
l

-

―

豊

中

市

待

兼

山

町

―

I

五

株

式

ム

弄

二

靡

同

朋

舎

〒六
0
0

人
八
〇
写
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二


